
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

■ 事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

■ 基準日 定時株主総会　　　3月31日
剰余金の配当　期末3月31日
　　　　　　　中間9月30日

■ 定時株主総会 毎年6月

■ 株主名簿管理人
 特別口座　口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

■ 同連絡先 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
（〒541-8502）
三菱UFJ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
電話　0120−094−777（通話料無料）

■ 公告方法 電子公告により行う
公告掲載URL https://www.dnt.co.jp/
ただし、電子公告によることができない事故、その他
のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞
に掲載いたします。

■ 単元株式数 100株

■ 上場証券取引所 東京証券取引所　プライム市場
（証券コード4611）

株 主 メ モ

第142期報告書
２０２4年４月１日から２０２5年３月３1日まで

（ご注意）
１．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されて

いる口座管理機関（証券会社等）にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）
ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、特別口座の口座管理機
関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。
なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店にてもお取次ぎいたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本支店でお支払いいたします。

定時株主総会決議ご通知は
当社ウェブサイトへ
昨今のインターネットやスマートフォンの普及および地球
環境への配慮の観点から、決議ご通知の書面によるご送
付を取り止めることといたしました。
決議結果につきましては、当社ウェブサイトでご確認くだ
さい。

当社ウェブサイト　株主総会ページ
https://www.dnt.co.jp/ir/stock/meeting/

IRメール配信サービス（登録無料）
Eメールアドレスをご登録いただいた方へ、当社の決算発
表や経営戦略、開示情報などIR情報をタイムリーに配信し
ています。是非ご登録ください。

https://www.dnt.co.jp/
ir/support/mail/

ひえティ®

https://www.dnt.co.jp/ir/support/mail/
https://www.dnt.co.jp/ir/support/mail/


株主の皆様へ To Our Shareholders 

経営理念
当社は、新しい価値の創造を通じて
地球環境や資源を護り、
広く社会の繁栄と
豊かな暮らしの実現に貢献できる
企業を目指します。

「2026中期経営計画」の基本方針及び施策
成長市場と先駆的領域への注力

⃝各事業の有機成長の推進と、新たな成長ドライバの育成に向けた、
　リソース配分の最適化と戦略投資の実行
⃝顧客ニーズに沿ったサステナビリティ貢献製品・海外製品等、開発力の強化

外部リソースの獲得・活用による
事業基盤の拡大

⃝M&Aや業務提携等のアライアンス活用による塗料事業の基盤拡大
　及び抜本的効率化
⃝自立的な事業推進に向けた外部リソース獲得による海外事業基盤の拡大

人材及び事業活動の
全社最適化

⃝採用・育成強化及び人材配置の最適化、職場環境の整備
⃝製品開発力と総合提案力を最大化する組織・グループ間協働の強化
⃝適時適切な設備更新及びDXの活用による、生産性の更なる向上

売上高
営業利益

800億円
80億円

2026年度
計 画

NOPAT-ROE
DOE
8%程度
3%

売上高
営業利益

719億円
49億円

2023年度
実 績

売上高
営業利益

727億円
55億円

2019年度
実 績

売上高
営業利益

1,000億円
100億円

2029年度
目 標

NOPAT-ROE
DOE

8%程度
5%

2024年度の振り返り
　当期の経営成績につきましては、国内塗料事業において一連
の不適切行為問題による売上減少の影響があったものの、かね
てより進めてきた価格是正が進展したこと、インク・分散技術関
連で新製品の拡販やディスプレイ用途への採用が進展したこと
を受け、前年を上回りました。また、照明機器事業が堅調に推移
したこともあり、連結売上高は725億1千1百万円（前期比0.8％
増）となりました。一方、利益面においては、国内塗料事業におけ
る費用増加、海外塗料事業における売上減少に伴う利益率低下
により、営業利益47億1千6百万円（同3.8％減）、経常利益51億
9千9百万円（同2.6％減）となりましたが、親会社株主に帰属す
る当期純利益は、神東塗料株式会社（以下、神東塗料）を子会社
化したことによる負ののれんの発生益および政策保有株式の縮
減に伴う投資有価証券売却益の計上により、94億3千７百万円

（同105.1％増）となりました。※

※ 当連結会計年度においては、連結貸借対照表には神東塗料株式会社の資
産および負債を含んでおりますが、連結損益計算書には、同社の損益を含
んでおりません。

　代表取締役社長の里　隆幸でございます。株主の皆様におか
れましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　当社は、2023年10月26日に公表した当社連結子会社である
岡山化工株式会社における不適切行為および2024年11月29
日付で公表したJISマーク表示の一時停止について、外部弁護士
を中心とする特別調査委員会の調査結果を踏まえ、本年５月12
日付で調査報告書を公表いたしました。一連の不適切行為の原
因としまして、納期のプレッシャーや品質に対する意識の希薄
さ、安易な前例踏襲主義といった社内風土が指摘されており、そ
のような状況を許容してきた経営陣のガバナンス意識の甘さに
ついて、強く反省するところです。特別調査委員会からは再発防
止に向けた提言を頂いており、提言に基づいた取り組みを真摯
に、かつ速やかにやり遂げ、皆様からの信頼を取り戻すことが私
の最大の責務であると考えております。
　株主様、お取引先様をはじめ関係者の皆様に多大なご迷惑と
ご心配をおかけしましたことを、心よりお詫び申し上げます。

を着実に生み出し、ビジョン2029の実現に向けた歩みを加速し
てまいります。

　この度の品質事案を新たなDNTグループに生まれ変わる契
機とし、さらなるガバナンス強化に努めるとともに、創立100周
年に向けて持続的に成長する姿をお見せできるよう、グループ
を挙げて取り組んでまいります。
　株主の皆様には、引き続きご支援賜りますようお願い申し上
げます。

2025年６月

創立100周年にむけて、2026中期経営計画を着実に遂行
　当社グループは、創立100周年を迎える2029年度のありた
い姿として、業績面で連結売上高1,000億円、連結営業利益
100億円、NOPAT（税引後営業利益）-ROE８％程度の企業規模
へ成長することをビジョン2029として掲げております。2024年
度からスタートした2026中期経営計画では、ビジョン2029の
実現に向けた事業戦略と基盤の深化に注力することとし、「成長
市場と先駆的領域への注力」「外部リソースの獲得・活用による
事業基盤の拡大」「人材及び事業活動の全社最適化」の３つの基
本方針に取り組んでおります。この基本方針に基づく取組の一
環として、総合塗料メーカーである神東塗料の株式を取得し、本
年３月18日付で連結子会社化しました。今後、同社とのシナジー
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代表取締役社長



詳細は当社ウェブサイトに掲載されている投資家情報をご覧ください。
https://www.dnt.co.jp/ir/financial/highlight/
トップページ＞投資家情報＞業績・財務情報＞業績ハイライト

財務ハイライト Financial Highlights

売上高

（百万円）

営業利益

（百万円）

経常利益

（百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）

1株当たり当期純利益

（円）

NOPAT-ROE※

（%）

第141期
（2023年度）

第140期
（2022年度）

72,511百万円
前期比  0.8% 増

72,849 71,940

第142期
（2024年度）

72,511

第143期
（2025年度）

92,000
（予想）

第141期
（2023年度）

第140期
（2022年度）

4,716百万円
前期比  3.8% 減

3,946

4,901

第142期
（2024年度）

4,716

第143期
（2025年度）

5,000
（予想）

第141期
（2023年度）

第140期
（2022年度）

5,199百万円
前期比  2.6% 減

4,316

5,336

第142期
（2024年度）

5,199

第143期
（2025年度）

5,300
（予想）

第141期
（2023年度）

第140期
（2022年度）

9,437百万円
前期比  105.1% 増

3,458
4,600

第142期
（2024年度）

9,437

第143期
（2025年度）

3,400
（予想）

第141期
（2023年度）

第140期
（2022年度）

331.40円

121.78
161.70

第142期
（2024年度）

331.40

第143期
（2025年度）

119.31
（予想）

第141期
（2023年度）

第140期
（2022年度）

5.3%

第142期
（2024年度）

5.4
6.1

5.3

売上高 営業利益
（百万円）

第141期
（2023年度）

第142期
（2024年度）

50,921

1,968

50,551

2,200 70.2%
売上高構成比

売上高 営業利益
（百万円）

第141期
（2023年度）

第142期
（2024年度）

1,158

59

1,175

28

1.6%
売上高構成比

売上高 営業利益
（百万円）

第141期
（2023年度）

第142期
（2024年度）

10,418

2,063

9,686

1,890 14.4%
売上高構成比

売上高 営業利益
（百万円）

第141期
（2023年度）

第142期
（2024年度）

8,133

238

8,529

416

11.2%
売上高構成比

売上高 営業利益
（百万円）

第141期
（2023年度）

第142期
（2024年度）

1,879

79

1,997

138

2.6%
売上高構成比

事業別の概況 Operating Results

国内塗料事業

蛍光色材事業

海外塗料事業

その他事業（物流・塗装工事）照明機器事業

509億21百万円

11億58百万円

81億33百万円

18億79百万円104億18百万円

19億68百万円

59百万円

2億38百万円

79百万円20億63百万円

前期比  3億70百万円増加

前期比  16百万円減少

前期比  3億96百万円減少

前期比  1億18百万円減少前期比  7億32百万円増加

前期比  2億32百万円減少

前期比  31百万円増加

前期比  1億77百万円減少

前期比  58百万円減少前期比  1億73百万円増加

売上高

売上高

売上高

売上高売上高

営業利益

営業利益

営業利益

営業利益営業利益

※税引後営業利益ベースのROE（自己資本利益率）
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DNライティング 伊勢原新本社神東塗料株式会社を子会社化。ビジョン2029の達成にむけて前進

採用物件   新香川県立体育館

TopicsTopics
トピックストピックス

DNLの新たな価値を生み出す技術開発拠点

業界最高水準の照明製品を開発・提供するため、最新の研究・試験設備を導入した新本社を神奈川
県伊勢原市に設立しました。

働く時間や業務内容に応じて最適な光環境を整えた執務スペースに加え、リラックス効果をもたら
すラウンジも備えており、生産性の向上やコミュニケーションの活性化を促進するワークプレイスを実
現しています。快適性・創造性・省エネルギー性を兼ね備えたオフィスであると同時に、革新的な照明技
術の開発拠点として、最新の設備を備えた研究開発環境も整えています。

絶え間ない革新を追求するとともに、お客様の多様なニーズに応えるために、柔軟なカスタマイズ
サービスを提供し、すべてのお客様に満足していただけるよう努めてまいります。

期待するシナジーの一例
①攻めの設備投資
　人口減少や国内企業の海外進出により国内塗料需要が緩やかに減少するなか、神東塗料との提携により、グループとしての生
産数量の確保、固定費単価の低減が期待されます。また、製造拠点の選択肢が広がるため、既存の生産設備をより効率的に刷新す
る機会も創出されます。
②製品ラインナップの拡充
　当社と神東塗料で相互に商流の活用、クロスセルを通じて、総合塗料メーカーとしてのレベルアップを望むことができます。
　また、両社の独自技術を融合し発展させることで、より付加価値の高い製品開発が期待されます。
③共通原料の共同購買、配合統合によるコスト削減
　原料をまとめて購入することで、スケールメリットによる購買コストの削減が期待されます。
　また、共通する配合を統合することで、管理コストの削減を図ります。
　現在、当社と神東塗料は両社長を委員長とする事業提携コミッティーを立ち上げ、「調達最適化」「生産最適化」「人財育成・活用」
の３つの柱を軸に、シナジー発揮にむけて取り組んでおります。

香川県に中四国最大の新体育館「あなぶきアリーナ香川」が開業しました。メインアリーナ、サブア
リーナ、武道施設の全てが曲面の大屋根に覆われています。アリーナは、スポーツだけではなく、コン
サートなどの大規模イベントにも対応できるようになっており、最大で1万人程度が収容可能です。こ
の大空間を確保する鉄骨の防食には、グリーンボーセイ速乾が採用されています。

設計：㈲SANAA事務所
施工：㈱大林組・㈱合田工務店・㈱菅組JV
鉄骨：日鉄エンジニアリング㈱

（左）里隆幸 当社代表取締役社長、（右）小坂伊知郎 神東塗料代表取締役社長執行役員　神東塗料本社にて

　当社は2026中期経営計画において、塗
料事業基盤の拡大のための外部リソース
の獲得・活用を基本方針の１つとして掲げ
ており、国内外におけるパートナーを模索
しておりました。
　この度、総合塗料メーカーである神東塗
料と提携することでビジョン2029の達成
に資すると判断し、2025年3月18日付で
神東塗料の株式を50.10％取得し、連結子
会社化いたしました。
　神東塗料グループの売上高を加えるこ
とで、ビジョン2029で目標とする連結売上
高1,000億円に大きく近づきます。また、
同社とのシナジー効果により、連結営業利
益100億円の達成を目指してまいります。

2024年度 2029年度 2024年度 2029年度

725

207
932

47

249
884

190
12
1,085

90

12
105

2

2026中計基本方針

成長市場と
先駆的領域への注力１

２

３

【財務目標】

●連結売上高
 1,000億円

●連結営業利益
 100億円

創立100周年
ビジョン2029

外部リソースの獲得・活用
による事業基盤の拡大

人材および事業活動の
全社最適化

業績・シナジーのイメージ

大日本塗料 神東塗料 シナジー

連結売上高（億円） 連結営業利益（億円）
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こんなところにDNT

構造物・重防食用塗料

蛍光色材

鉄塔

ビル

住宅

プラント

医療機関

商業施設

LED照明

自動車

橋梁

鉄道

当社は総合塗料メーカーとして、防食技術を礎に様々な分野で人の暮らしを支えています。
また、塗料で培った技術を応用し、照明機器事業や蛍光色材事業、インクジェット用インクの事業も
手掛けています。

事業紹介

当社が業界トップシェアを誇って
いる分野です。橋梁やプラントを
はじめとする大規模構造物を腐
食・さびから護り、長寿命化に貢献
しています。

蛍光塗料や反射塗料を製造販売
しており、視認性の高さから近年
では河川の水位表示など、防災対
策用としても需要が拡大していま
す。

建築物用塗料
照明機器

工業用塗料

主に住宅やビルなどの建物の外
装、内装に使用されています。遮
熱塗料や有害物質を一切含まな
い塗料など、環境負荷低減に貢献
できる製品も開発しています。

商業施設や医療機関で使用され
る高級志向の照明機器において
高いシェアを有しています。最近
では住宅照明や紫外線除菌装置
なども展開しています。

鉄道や自動車、その他工業製品に
使用されています。当社はインク
ジェット用インクも手掛けており、
塗料とインクを組み合わせた複合
塗装も当社の強みです。

ヘリポート
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　当社は、株主の皆様に対する配当額の決定を経営上の重要課題の
一つとして位置付けており、企業体質の強化、財務内容の健全性維持
に努めつつ、業績に応じた配当を安定的に継続実施することを基本方
針としております。

発行可能株式総数   93,280,000株
発行済株式の総数   29,710,678株
株主数   23,788名

株式の状況／会社概要 Stock Information/Corporate Profile
（2025年3月31日現在）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信託銀行株式会社（信託口） 2,916 10.2

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 1,400 4.9

Ｄ Ｎ Ｔ 取 引 関 係 持 株 会 1,375 4.8

株 式 会 社 三 菱 ＵＦＪ銀 行 1,228 4.3

ダ イ ニ ッ カ 株 式 会 社 1,215 4.2

富 国 生 命 保 険 相 互 会 社 1,000 3.5

株 式 会 社 島 津 製 作 所 1,000 3.5

東京海上日動火災保険株式会社 844 2.9

田 邊 康 秀 821 2.8

株 式 会 社 日 本 カ ス ト
デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 691 2.4

（注１）自己株式（1,213,777株）を除いて記載しております。
（注2）持株比率は自己株式を控除して計算しております。

保有株式数
優　待　内　容

継続保有
１年以上３年未満

継続保有
３年以上

100株以上
1,000株未満

QUOカード 
1,000円分

QUOカード
2,000円分

1,000株以上 QUOカード
3,000円分

QUOカード
5,000円分

商 号 大日本塗料株式会社
Dai Nippon Toryo Company, Limited

本 社 〒542-0081 大阪市中央区南船場1-18-11

設 立 1929年（昭和4年）7月25日

資 本 金 8,827百万円

主要な事業
内 容

塗料・ジェットインクの製造、販売
各種塗装機器装置の販売、塗装工事等

代 表 取 締 役
社 長 里 　 隆 幸
取 締 役
常務執行役員 永 野 達 彦
取 締 役
執 行 役 員 山 本 基 弘
取 締 役
執 行 役 員 中 谷 昌 幸
取 締 役
執 行 役 員 三 宅 章 弘
取 締 役
執 行 役 員 藤 原 　 明

取 締 役
（社外取締役） 林　　　紀美代
取 締 役

（社外取締役） 佐 藤 弘 志
取 締 役

（社外取締役） 馬 場 浩 司
常 勤 監 査 役

（社外監査役） 杉 浦 秀 樹

常 勤 監 査 役 木 村 直 之
監 査 役

（社外監査役） 藤 井 浩 之

大株主（上位10名）

株主様への還元方針

株主優待制度

会社概要 役　員

《対象となる株主》
 毎年3月31日現在の株主名簿に記載または記録された当社株式100株（1単
元）以上を1年以上継続保有する株主様

詳細は当社ウェブサイトにも掲載しております。
https://www.dnt.co.jp/ir/stock/dividend/
トップページ > 投資家情報 > 株式情報 > 株主還元（配当・優待）

2029年度 創立100周年に向けて

100年のあゆみ
大 本 料日 塗

1943年に軍需会社法が公布され、あわせて軍需省が発足しました。これを受けて、航空機用塗料の製造体
制を強化するため、大阪・横浜の両工場において設備増強を実施し、1944年12月25日付で軍需会社の指定
を受けました。

軍需生産一筋の時代
1943年（昭和18年）

第3回

海軍から潜水艦の内部塗装用に夜光塗料の増産要請を受け、神奈川県茅ケ崎市にあった温室を買収・改装
して、夜光（蛍光）塗料の生産を開始しました。

終戦までわずか1年という短期間であったため、当該施設の真価が十分に発揮されることはありませんでし
たが、戦火を免れた唯一の生産工場として、戦後、当社が再起するための足掛かりとなり、後の蛍光色材事業
の起源となりました。

茅ヶ崎工場を新設、夜光塗料の生産を開始
1944年（昭和19年）

国内の主要工場であった大阪・横浜の両工場は戦災により機能を喪失
し、操業不能となりました。海外工場も連合国側に接収され、ゼロからの出
発を余儀なくされました。

戦禍で生産機能の大半を喪失
1945年（昭和20年）

第140期
（2022年度）

25

第141期
（2023年度）

1.8

35

第142期
（2024年度）

2.4

49 58

第143期
（2025年度）

計画

3.0 3.0
配当金／DOE（株主資本配当率）の推移 DOE（%）配当金（円）

（2025年6月24日現在）
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